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(57)【要約】
　本発明は、血圧測定デバイス用の制御信号を供給する
ための装置１８であって、患者１２の健康状態を示す健
康状態パラメータを取得するための入力インターフェー
ス２４と、健康状態パラメータに基づいて血圧測定デバ
イス１４の１つ又は複数の動作設定を決定するための処
理ユニット２８であって、１つ又は複数の動作設定が、
血圧測定デバイスにより血圧測定を行うときに血圧測定
デバイス１４で調節できるパラメータであって、血圧測
定の精度及び血圧測定による患者の快適性に影響する当
該パラメータを含む処理ユニット２８と、１つ又は複数
の動作設定に基づいて血圧測定を行うため血圧測定デバ
イス１４用の制御信号を供給する制御インターフェース
３０とを含む装置１８に関する。本発明はさらに、対応
する方法に関する。またさらに、本発明は、患者をモニ
タリングするためのシステムに関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の健康状態を示す健康状態パラメータを取得するための入力インターフェースと、
　前記健康状態パラメータに基づいて血圧測定デバイスの１つ又は複数の動作設定を決定
するための処理ユニットであって、前記１つ又は複数の動作設定が、前記血圧測定デバイ
スにより血圧測定を行うときに前記血圧測定デバイスで調節できるパラメータであって、
前記血圧測定の精度及び前記血圧測定による患者の快適性に影響する当該パラメータを含
む、処理ユニットと、
　前記１つ又は複数の動作設定に基づいて血圧測定を行うための前記血圧測定デバイス用
の制御信号を供給する制御インターフェースとを含む、血圧測定デバイス用の制御信号を
供給するための装置。
【請求項２】
　前記制御インターフェースは、患者の肢に当てる膨張式カフと、前記膨張式カフの圧力
を示す圧力信号を供給する圧力センサとを含む血圧計用の制御信号を供給し、
　前記処理ユニットは、測定中に前記膨張式カフの最高圧力を示すパラメータ、測定中に
前記膨張式カフが膨張する持続時間を示すパラメータ、測定中に加えられる圧力の積分を
示すパラメータ、及び検出される心拍数を示すパラメータのうちの少なくとも１つを含む
１つ又は複数の動作設定を決定する、
　請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記処理ユニットは、
　前記健康状態パラメータが患者の重篤でない健康状態を示すときに、低い精度と患者の
高い快適性とに関連する１つ又は複数の動作設定を決定し、
　健康状態パラメータが患者の健康状態の悪化を示すときに、高い精度と患者の低い快適
性とに関連する１つ又は複数の動作設定を決定する、
　請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記入力インターフェースは、患者の健康状態を所定のスケールで示すリスクスコアを
取得し、所定の閾値よりも低い前記リスクスコアは患者の重篤でない健康状態を示し、前
記所定の閾値よりも高い前記リスクスコアは患者の健康状態の悪化を示す、請求項３に記
載の装置。
【請求項５】
　前記制御インターフェースは、患者の肢に当てる膨張式カフと、前記膨張式カフの圧力
を示す圧力信号を供給する圧力センサとを含む血圧計用の制御信号を供給し、
　前記処理ユニットは、前記膨張式カフの収縮中に、患者の収縮期血圧が標準的方法、特
に聴診法又はオシロメトリック法に基づいて推測されることにより、前記高い精度及び患
者の前記低い快適性に関連する１つ又は複数の動作設定を決定する、
　請求項３に記載の装置。
【請求項６】
　前記制御インターフェースは、患者の肢に当てる膨張式カフと、前記膨張式カフの圧力
を示す圧力信号を供給する圧力センサとを含む血圧計用の制御信号を供給し、
　前記処理ユニットは、前記患者の収縮期血圧が、
　カフ膨張中の前記圧力信号の信号包絡線の外挿、
　カフ膨張中の前記圧力信号の信号包絡線からの拡張期血圧及び平均動脈圧の抽出、並び
に、
　カフ膨張中の前記圧力信号の信号包絡線からの拡張期血圧の抽出、及び前記患者のサロ
ゲート血圧測定値に対応する前記患者のバイタルサイン、特に、少なくとも１つの追加の
信号、特に光電式容積脈波記録信号及び／若しくは心電図から導出された脈波伝播時間又
は脈波到達時間からの平均動脈圧の抽出
　のうちの少なくとも１つに基づいて推測されることにより、前記低い精度及び患者の前
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記高い快適性に関連する１つ又は複数の動作設定を決定する、
　請求項３に記載の装置。
【請求項７】
　前記入力インターフェースは、患者のバイタルサインを示す少なくとも１つの入力信号
を取得し、前記装置は、前記少なくとも１つの入力信号に基づいて患者の健康状態を示す
健康状態パラメータを決定するための健康評価ユニットをさらに含む、請求項１に記載の
装置。
【請求項８】
　前記入力インターフェースは、
　前記血圧測定デバイスから患者の血圧を示す入力信号を取得し、及び／又は、
　入力信号と、対応する正確度インジケータ、特に前記バイタルサインに関する前記入力
信号の妥当性を示す標準偏差とを取得し、前記正確度インジケータはそれぞれの入力信号
について予め定義されているか、又は現在の血圧測定値に基づいて連続的に更新される、
　請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記処理ユニットが、前記入力信号及び対応する前記正確度インジケータに基づいて前
記１つ又は複数の動作設定を決定することと、
　前記健康評価ユニットが、前記入力信号及び前記対応する正確度インジケータに基づい
て前記健康状態パラメータを決定することとのうちの少なくとも一方を実行する、
　請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記入力インターフェースは、前記少なくとも１つの入力信号に加えて、患者の病歴を
示す、患者の医療記録データを取得し、
　前記健康評価ユニットは、前記少なくとも１つの入力信号に加えて、患者の前記医療記
録データに基づいて前記健康状態パラメータを決定する、
　請求項７に記載の装置。
【請求項１１】
　前記入力インターフェースは、血圧、血液酸素飽和度、体温、呼吸ガス中の二酸化炭素
濃度、心拍数、脈波到達時間、脈波伝播時間、脈拍形態、又は患者の呼吸頻度を示す入力
信号を取得する、請求項７に記載の装置。
【請求項１２】
　前記入力インターフェースが、前記少なくとも１つの入力信号に加えて、所定の治療方
針を示すプロトコルパラメータを取得し、
　前記処理ユニットは、前記入力信号及び前記プロトコルパラメータに基づいて前記１つ
又は複数の動作設定を決定する、
　請求項７に記載の装置。
【請求項１３】
　患者のバイタルサインを示す少なくとも１つの入力信号を供給するための少なくとも１
つのバイタルサインセンサと、
　前記少なくとも１つの入力信号に基づいて患者の健康状態を示す健康状態パラメータを
決定するための健康評価ユニットと、
　請求項１に記載の装置と、
　患者の血圧測定を行うための血圧測定デバイスと、
　決定された前記健康状態パラメータ及び／又は患者の血圧をユーザ、特に医師に供給す
るためのユーザインターフェースと
　を含む、患者をモニタリングするためのシステム。
【請求項１４】
　患者の健康状態を示す健康状態パラメータを取得するステップと、
　前記健康状態パラメータに基づいて血圧測定デバイスの１つ又は複数の動作設定を決定
するステップであって、前記１つ又は複数の動作設定が、前記血圧測定デバイスにより血



(4) JP 2018-510683 A 2018.4.19

10

20

30

40

50

圧測定を行うときに前記血圧測定デバイスで調節できるパラメータであって、前記血圧測
定の精度及び前記血圧測定による患者の快適性に影響する当該パラメータを含むステップ
と、
　前記１つ又は複数の動作設定に基づいて血圧測定を行うための血圧測定デバイス用の制
御信号を供給するステップと
　を含む、血圧測定デバイス用の制御信号を供給するための方法。
【請求項１５】
　コンピュータプログラムがコンピュータで実行されるとき、請求項１４に記載の方法の
前記ステップを前記コンピュータに実行させるためのプログラムコード手段を含む、コン
ピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、血圧測定デバイス用の制御信号を供給するための装置及び方法に関する。さ
らに、本発明は、患者をモニタリングするためのシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　患者の悪化のかすかな兆候を早期に発見することが、様々なモニタリング状況で対処す
べき主な問題の１つと考えられている。Ｐｈｉｌｉｐｓ　Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅは、一般
病棟用のＰｈｉｌｉｐｓモニタＭＰ５ＳＣを提供しており、これはＳｐＯ２、血圧、体温
、及び呼吸ガスＣＯ２を取得する。このモニタを、スポットチェックで、且つ連続モニタ
リングのために使用することができる。
【０００３】
　低重症度の自動スポットチェックモニタリングのために、例えば、無線センサを利用す
ることができる。例えば、患者の脈拍、呼吸、並びに姿勢及び活動情報を検出するための
、心尖位置にある加速度計を、上腕のカフベースの血圧モニタと手首のＳｐＯ２センサと
組み合わせることができる。これらのセンサにより、患者の生命を高レベルの自由度及び
快適性で、自動でスポットチェックモニタリングすることができる。
【０００４】
　モニタリングすべき１つの重要なバイタルサインは血圧である。患者の血圧を侵襲的及
び非侵襲的に測定するための様々なモニタリング手法が存在する。
【０００５】
　非侵襲的血圧（ＮＩＢＰ）測定は、主に、断続的な測定のみを可能にする血圧計の閉塞
アームカフに基づく。この手順は患者にとって不快となる。患者の肢が外圧により圧縮さ
れ、その処置により患者の快適性が低下し、又はさらには患者に痛みを与えるからである
。集中治療室用に元々開発された自動ＮＩＢＰ測定は、測定の正確度を非常に重視してお
り、患者の快適性の側面をあまり重視していないことが多い。
【０００６】
　例えば、多くの場合にＮＩＢＰ測定の受容が比較的少ないことが、Ｂｅｌｔｍａｎ他の
「Ａｃｃｅｐｔａｎｃｅ　ａｎｄ　Ｓｉｄｅ　Ｅｆｆｅｃｔｓ　ｏｆ　Ａｍｂｕｌａｔｏ
ｒｙ　Ｂｌｏｏｄ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ　Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ」、Ｊ．　Ｈｕｍａｎ　Ｈ
ｙｐｅｒｔｅｎｓｉｏｎ、１９９６に見出される。これは、膨張（持続時間、ピーク圧力
）により生じる痛み、カフの下の皮膚への刺激、血腫及び／又は睡眠障害などの副作用が
原因である。受容を高めるための考えられる手段としては、全測定時間の短縮、最高カフ
圧の低下、及び／又は経時的な圧力の積分の減少が挙げられる。
【０００７】
　米国特許出願公開第２００１／００１２９１６（Ａ１）号には、血圧測定デバイスが提
示されている。そのデバイスは圧力カフを有し、その膨張は自動で行われ、評価制御ユニ
ットにより制御されて、特に夜間に患者の快適性及び睡眠を侵害することなく患者の血圧
の連続モニタリングを可能にする。このデバイスはまた、ＥＣＧデバイスと、カフの圧力
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を検知するためのセンサとを含む。動作の第１のモードで、制御評価ユニットは推定血圧
値を脈波伝播時間から計算する。各々の計算された脈波伝播時間は、ＥＣＧデバイスによ
り検出された心拍と圧力センサにより検出された対応するカフ圧変化との間の経過時間で
ある。第１のモードでの動作中に血圧の急上昇が見られた場合、デバイスは第２の動作モ
ードに切り替わり、その間に絶対血圧値を決定する。
【０００８】
　しかしながら、依然として、既存の血圧測定手法並びにモニタリング手法を、患者の快
適性に関して向上させる必要がある。
【０００９】
　米国特許出願公開第２０１３／０１５８４１７（Ａ１）号には、自動の非侵襲的血圧測
定のための方法、装置、及びコンピュータプログラムが開示されている。非侵襲的血圧決
定ユニットが設けられた患者モニタにおける自動血圧決定の特異性を向上させるために、
交感神経活動を示す生理学的指標を被験者から導出し、生理学的指標の変動をモニタリン
グし、変動が所定の条件を満たしたときに血圧決定を開始するように血圧決定ユニットに
指示する。
【００１０】
　ＥＰ１１２７５３８Ａ１には、自動血圧モニタリングの手法が開示されている。自動血
圧計が、患者の心拍数の信頼性（ＨＲＶ）の大幅な変化を検出したときに血圧決定を引き
起こす。ＨＲＶをＮＩＢＰ信号から直接測定するか、又はマルチパラメータモニタの使用
時に、ＨＲＶをＮＩＢＰ信号のＥＣＧ信号から測定することができる。ＨＲＶは連続的に
モニタリングされ、基線ＨＲＶは基線血圧値により修正される。ＨＲＶの変化がディスプ
レイに連続的に表示されて、臨床医がＮＩＢＰ測定を開始するかどうかを決定し、他方で
、臨床医による介入なしで、ＨＲＶの変化に応じてＮＩＢＰ測定を自動で引き起こすこと
ができる。或いは、患者モニタは、ＨＲＶと血圧変化との相関関係を「学習」し、ＨＲＶ
の大幅な変化が生じたときに臨床医に警告するだけである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の目的は、血圧測定デバイス用の制御信号を供給するための装置並びに対応する
方法を提供することである。さらに、本発明の目的は、患者をモニタリングするためのシ
ステムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の第１の態様において、血圧測定デバイス用の制御信号を供給するための装置は
、患者の健康状態を示す健康状態パラメータを取得するための入力インターフェースと、
健康状態パラメータに基づいて血圧測定デバイスの１つ又は複数の動作設定を決定するた
めの処理ユニットであって、１つ又は複数の動作設定が、血圧測定デバイスにより血圧測
定を行うときに血圧測定デバイスで調節できるパラメータであって、血圧測定の精度及び
血圧測定による患者の快適性に影響する当該パラメータを含む、処理ユニットと、１つ又
は複数の動作設定に基づいて血圧測定を行うため血圧測定デバイス用の制御信号を供給す
る制御インターフェースとを含む。
【００１３】
　本発明のさらなる態様において、血圧測定デバイス用の制御信号を供給するための方法
が提示される。方法は、患者の健康状態を示す健康状態パラメータを取得するステップと
、健康状態パラメータに基づいて血圧測定デバイスの１つ又は複数の動作設定を決定する
ステップであって、１つ又は複数の動作設定が、血圧測定デバイスにより血圧測定を行う
ときに血圧測定デバイスで調節できるパラメータであって、血圧測定の精度及び血圧測定
による患者の快適性に影響する当該パラメータを含むステップと、１つ又は複数の動作設
定に基づいて血圧測定を行うための血圧測定デバイス用の制御信号を供給するステップと
を含む。
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【００１４】
　本発明の別の態様において、患者をモニタリングするためのシステムが提示される。シ
ステムは、患者のバイタルサインを示す少なくとも１つの入力信号を供給するための少な
くとも１つのバイタルサインセンサと、少なくとも１つの入力信号に基づいて患者の健康
状態を示す健康状態パラメータを決定するための健康評価ユニットと、前述したような装
置と、患者の血圧測定を行うための血圧測定デバイスと、決定された健康状態パラメータ
及び／又は患者の血圧をユーザ、特に医師に供給するためのユーザインターフェースとを
含む。
【００１５】
　本発明のさらなる態様において、コンピュータプログラムがコンピュータで実行される
とき、本明細書に開示された方法のステップをコンピュータに実行させるためのプログラ
ムコード手段を含むコンピュータプログラムだけでなく、プロセッサにより実行されたと
きに本明細書に開示された方法を実行させるコンピュータプログラム製品を記憶した非一
過性のコンピュータ可読記録媒体が提供される。
【００１６】
　本発明の好ましい実施形態は、従属請求項において定義される。特許請求される方法、
システム、並びにコンピュータプログラム及び媒体は、特許請求される装置及び従属請求
項で定義されるものと同様及び／又は同一の好ましい実施形態を有することを理解された
い。
【００１７】
　一方で、血圧測定は患者にとって不快であることが多い。他方で、患者の病状が重篤で
ない限り、血圧測定が提供する測定された血圧に関する最高の精度又は正確度は、モニタ
リング状況中に必ずしも必要ではない。ほとんどの場合、患者が健康である限り低精度の
測定を行うだけで十分である。場合によって、例えば患者の病状が突然悪化したときのみ
、高精度の測定を行うことが必要となる。そして、非常に正確な血圧測定を提供して、患
者又は医療関係者が適切に対応できるようにする必要がある。
【００１８】
　本発明は、測定の精度と血圧測定による患者の快適性との兼ね合いを表す血圧測定デバ
イスの動作設定に基づいて血圧測定を行うというアイデアに基づく。言い換えると、血圧
測定デバイスの動作設定を、患者の現在の健康状態に従って適応させる。特に収縮期血圧
及び／又は拡張期血圧を測定する。
【００１９】
　患者の健康状態パラメータを、例えばセンサシステム、又は臨床情報システム、又は医
師若しくは他の医療関係者による入力から取得する。この健康状態パラメータは、患者の
健康状態、すなわち、患者が現在どのように健康であるか、又は患者の病状がどのように
良好であるかを示す。特に、健康状態パラメータは、患者の健康、又は患者が患っている
病状の重症度を示す。例えば、健康状態パラメータを、患者のバイタルサイン及び／又は
患者の病歴に基づいて決定する。
【００２０】
　健康状態パラメータは、血圧測定デバイスの１つ又は複数の動作設定を決定するための
基礎を形成する。血圧測定デバイスの動作設定は、血圧測定を行うときにデバイスで調節
される任意のパラメータを参照する。血圧測定デバイスは動作設定に基づいて制御される
。例えば、測定頻度、持続時間、血圧測定値を測定信号から導出する際に基づくアルゴリ
ズムなどのパラメータを調節することができる。動作設定は、使用される血圧測定デバイ
スのタイプによって決まる。本明細書で使用される場合、血圧測定デバイスの動作設定は
、特に自動測定デバイスの調節可能なパラメータを参照する。しかしながら、例えば医師
により操作される手動の血圧測定デバイスの動作設定を提供することも可能である。
【００２１】
　どのように血圧測定デバイスを動作させるか、すなわちどの動作設定に基づくかによっ
て、患者は多かれ少なかれ影響され、すなわち測定により生じる患者の快適性が低くなる
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又は高くなる。しかしながら、測定の精度、すなわち測定血圧に関する正確度又は妥当性
も、選択された動作設定に影響される。
【００２２】
　本発明の状況において、動作設定は、一方で血圧測定の精度に関連し、他方で血圧測定
が行われるときに生じる患者の快適性に関連する場合、特に関連性がある。選択された動
作設定により、ある測定精度及びある患者の快適性が得られる。
【００２３】
　例えば、血圧計を用いて行われる血圧測定の状況で、動作設定としては、患者の肢に加
えられる最高圧力、経時的な圧力の積分、測定の持続時間、検出された心拍数、又はこれ
ら若しくは他のパラメータの組合せが挙げられる。測定に時間がかかりすぎる場合、又は
患者の肢に高い圧力が加えられる場合、患者の妨げとなる（すなわち、患者の快適性が低
い）。夜間の低頻度の測定は支障が少ない（快適性が高い）。これらの動作設定に従って
デバイスを動作させ、これはこれらの動作設定を選択できることを意味する。
【００２４】
　本発明によれば、血圧測定デバイスにより行われる血圧測定の精度と血圧測定による患
者の快適性との両方に関連する血圧測定デバイスの動作設定を最適に決定することを提案
する。動作設定は、測定精度と患者の快適性との兼ね合いで決定される。
【００２５】
　患者の健康状態に応じて、高精度又は低精度の測定を行う必要がある。一方で、患者の
調子が悪く、正確に又は常にモニタリングする必要がある場合、測定の精度を意図的に高
める（これにより患者の快適性は低下する）。他方で、正確度の低い測定が適切である場
合には、行う血圧測定の精度を低下させることも可能である。例えば、患者が既に快方に
向かっている場合、患者の測定血圧に関して非常に高い測定頻度で、且つそれによる高い
正確度で測定する必要はない。
【００２６】
　処理ユニットは、所定の関数に基づいて、又はルックアップテーブル又は適合若しくは
適応関数に基づいて、ユーザ及び／又は医師による入力を用いて、又は入力なしで、１つ
又は複数の動作設定を導出する。
【００２７】
　その後、決定された動作設定を使用して、血圧測定デバイスを制御する。制御インター
フェースは、制御信号を供給することにより血圧測定デバイスを制御する。一方で、血圧
測定デバイスが制御インターフェースを介して本発明の装置と直接通信し、決定された動
作設定に従って血圧測定デバイスをリアルタイムで制御することができる。他方で、制御
信号を遠隔で、又は後の時点で使用することもできる。
【００２８】
　本明細書で使用される場合、血圧測定デバイス用の制御信号とは、血圧測定デバイスに
より解釈され、血圧測定デバイスの動作設定を決定された動作設定に従って設定する信号
を特に指す。
【００２９】
　従来の血圧測定デバイスの制御手法と比較して、本発明は、血圧測定デバイスの正確度
を調節することにより、又は血圧測定の正確度若しくは精度を調節するための制御信号を
供給することにより、患者の快適性を高めることができる。最低限必要な精度（及び最大
限の患者の快適性）に関連する動作設定を提供することが想定される。
【００３０】
　特に、より正確な測定が不要な状況で測定精度を調節することは奇妙である。本発明の
１つの応用領域は、例えば一般病棟施設におけるモニタリング設定である。そのような設
定では、通常、意図した患者のリスク分類性能を有する病院専用の早期警告スコアリング
（ＥＷＳ）システムに十分な精度で、血圧測定を報告すればよい。そのような状況におい
て、本発明は、患者の快適性を高めた同様のＥＷＳ通知性能を維持可能な、適応状況特定
の測定精度を提案する。例えば、そのようなシステムでは、決定されるリスクスコアに、
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より高い精度が影響を与えない場合には、このより高い精度は不要である。したがって、
測定精度と患者の快適性との兼ね合いが得られる。
【００３１】
　前述したような装置の第１の実施形態において、処理ユニットは、健康状態パラメータ
が患者の重篤でない健康状態を示すときに、低い精度と患者の高い快適性とに関連する１
つ又は複数の動作設定を決定し、健康状態パラメータが患者の健康状態の悪化を示すとき
に、高い精度と患者の低い快適性とに関連する１つ又は複数の動作設定を決定するように
構成される。したがって、患者が重篤でない健康状態の場合、すなわち患者の病状が次に
悪化しそうでない場合、低い精度及び患者の高い快適性に関連する動作設定が決定される
。言い換えると、患者の調子がよいと決定された場合、血圧測定デバイスを制御する制御
信号を供給して、低い精度の血圧測定を行うが、これは患者に対して支障が少なく、すな
わち患者の高い快適性をもたらす。これに対して、患者の健康状態が悪化しており、患者
を高い正確度でモニタリングする必要がある場合、血圧測定が患者に苦痛を与える、すな
わち、患者の低い快適性を代償にして高い精度の血圧測定を行うことを受容する。これに
より、患者の快適性と必要な測定精度との最適な兼ね合いが得られる。「低い精度及び高
い精度」という用語は、行われた血圧測定が患者の実際の血圧に関してどれだけ妥当であ
るかについて、この血圧測定の正確度の間の定性的関係を特に定義する。
【００３２】
　別の実施形態において、入力インターフェースは、患者の健康状態を所定のスケールで
示すリスクスコアを取得するように構成され、所定の閾値よりも低いリスクスコアは患者
の重篤でない健康状態を示し、所定の閾値よりも高いリスクスコアは患者の健康状態の悪
化を示す。患者の健康状態を測定する１つの可能性は、所定のスケールのリスクスコアを
使用することによるものである。例えば、患者の健康状態を１～１０のスケールで示し、
１は患者の調子が非常によく、近い将来に患者の病状が悪化する可能性が極めて低いこと
を示し、１０は患者の病状が非常に重篤であり、患者の病状をできるだけ正確にモニタリ
ングして患者の健康状態のいかなる悪化も見逃さないようにする必要があることを示す。
そして、患者の重篤でない健康状態と健康状態の悪化とを区別する閾値を定義することが
できる。リスクスコアが閾値よりも高いか否かに応じて、高精度又は低精度及び患者の低
快適性又は高快適性に関連する動作設定が決定される。そのようなリスクスコアは、病院
のＥＷＳシステムで使用されることが多い。本実施形態は、ＥＷＳシステムの出力に基づ
いて血圧測定デバイスを制御するための簡単な制御手法に対応する。
【００３３】
　さらに別の実施形態において、制御インターフェースは、患者の肢に当てる膨張式カフ
と、膨張式カフの圧力を示す圧力信号を供給する圧力センサとを含む血圧計用の制御信号
を供給するように構成され、処理ユニットは、膨張式カフの収縮中に、患者の収縮期血圧
が標準的方法、特に聴診法又はオシロメトリック法に基づいて推測されることにより、高
い精度及び患者の低い快適性に関連している１つ又は複数の動作設定を決定するように構
成される。１つの一般的なタイプの血圧測定デバイスは血圧計である。この血圧計の膨張
式カフを患者の腕、脚、指などの肢に当てることができる。その後、膨張式カフの圧力を
示す圧力信号から患者の血圧を導出することができる。定期的に、脈拍がカフを通らなく
なる最高圧力まで膨張式カフを膨張させる必要がある動作設定に基づいて、そのようなデ
バイスを動作させる。その後、圧力をゆっくりと低下させて測定を行う。膨張式カフの収
縮中に、血圧計の膨張式カフの圧力センサにより供給される圧力信号から患者の血圧を決
定するための異なる標準的方法が存在する。聴診法では、通常、聴診器を使用して、第１
のコロトコフ音が聞こえたときの圧力として収縮期血圧（ＳＢＰ）を導出する。その後、
拡張期動脈圧（ＤＢＰ）で音が聞こえなくなる（第５のコロトコフ音）までカフ圧を緩め
る。或いは、オシロメトリック法は、血流、すなわち脈拍の振動により生じる、血圧計の
カフ圧の振動を観察することを伴う。圧力信号が自動で解釈され、収縮期血圧及び拡張期
血圧の値が得られる。そのような標準的方法により、比較的高い正確度が得られる。
【００３４】
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　実施形態において、制御インターフェースは、患者の肢に当てる膨張式カフと、膨張式
カフの圧力を示す圧力信号を供給する圧力センサとを含む血圧計用の制御信号を供給する
ように構成され、処理ユニットは、患者の収縮期血圧が、カフ膨張中の圧力信号の信号包
絡線の外挿、カフ膨張中の圧力信号の信号包絡線からの拡張期血圧及び平均動脈圧の抽出
、並びに、カフ膨張中の圧力信号の信号包絡線からの拡張期血圧の抽出、及び患者のサロ
ゲート血圧測定値に対応する患者のバイタルサイン、特に、少なくとも１つの追加の信号
、特に光電式容積脈波記録信号及び／若しくは心電図から導出された脈波伝播時間又は脈
波到達時間からの平均動脈圧の抽出のうちの少なくとも１つに基づいて推測されることに
より、低い精度及び患者の高い快適性に関連している１つ又は複数の動作設定を決定する
ように構成される。
【００３５】
　本実施形態によれば、１つの主な利点は、正確度が低い測定（低精度及び患者の高快適
性）のみを行う必要がある場合に、最高カフ圧を低下させることができる。カフ膨張中に
圧力信号の信号包絡線を外挿することにより、収縮期血圧の推定値を取得することができ
る。本実施形態によれば、取得された血圧測定値が十分に正確であると見なされるとすぐ
に、カフ膨張を停止させることができる。例えば、ある心拍数が検出されるまで数秒間の
み、カフを膨張させる。カフをより長い時間膨張させると、正確度が高まる。また、前述
したように、カフ膨張中に圧力信号の信号包絡線から拡張期血圧及び平均動脈圧を抽出す
ることができる。その後、拡張期血圧と平均動脈圧との関係に基づいて収縮期血圧を計算
することができる。再び、血圧測定デバイスの選択された動作設定に応じて、高い精度又
は低い精度及び患者の低い快適性又は高い快適性の測定を得ることができる。さらにまた
、カフ膨張中に圧力信号の信号包絡線から拡張期圧力を抽出し、サロゲート血圧測定値に
対応する患者のバイタルサインから平均血圧を抽出することができる。
【００３６】
　患者の異なるバイタルサインが、患者の血圧についての情報を伝える。これらはサロゲ
ート血圧測定値と呼ばれ、患者の平均血圧に関連する情報の導出を可能にする。そのよう
なサロゲート血圧測定値は、血圧測定デバイスに接続されるか、又はモニタリングシステ
ムの一部であるバイタルサインセンサから取得される追加の信号から入手可能である。例
えば、追加の信号（例えば、光電式容積脈波記録信号又はＥＣＧ信号）から導出された脈
波伝播時間又は脈波到達時間をサロゲート血圧測定値として使用する。その後、収縮期血
圧を、平均動脈圧、拡張期血圧、及び収縮期血圧の間の一定の関係に基づいて計算するこ
とができる。本実施形態は、カフを完全に膨張させる必要がなく、したがって時間の節約
になり、患者の肢に加えられるカフの最高圧力を低下させるため、患者の快適性を高める
ことから、特に有利である。
【００３７】
　さらなる実施形態において、入力インターフェースは、患者のバイタルサインを示す少
なくとも１つの入力信号を取得するように構成され、装置は、少なくとも１つの入力信号
に基づいて患者の健康状態を示す健康状態パラメータを決定するための健康評価ユニット
をさらに含む。健康状態パラメータに加えて、患者のバイタルサインを示す入力信号を取
得する。バイタルサインを示す取得した入力信号が健康状態パラメータを表すものと考え
ることもできる。装置は入力インターフェースを含み、これを介して少なくとも１つの入
力信号が取得される。そのような入力信号を、患者のバイタルサインを測定するためのデ
バイスから取得する。そのような入力信号を、データベースから、又は医療関係者による
入力から取得してもよい。好ましくは、入力信号は、患者のバイタルサインに関連する、
測定された経時的なパラメータを指す。そのような入力信号を取得するためのデバイスが
、本発明の装置を有する一般的なハウジングに含まれることが可能である。しかしながら
、入力インターフェースを、有線又は無線接続で、又はインターネットを通じて遠隔測定
デバイスに接続することも可能である。これにより、患者の１つのバイタルサインを示す
１つの信号を取得することができる。しかしながら、同じバイタルサイン又は異なるバイ
タルサインを示す複数の信号を取得することも可能である。取得された少なくとも１つの
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入力信号に基づいて、健康状態パラメータが健康評価ユニットで決定される。この健康パ
ラメータを取得するために、健康評価ユニットは、取得した少なくとも１つの入力信号に
所定の処理を適用することができる。この適用された健康評価ユニットの処理を、現在の
要件又はユーザ入力に基づいて適応させることもできる。
【００３８】
　さらに別の実施形態において、入力インターフェースは、血圧測定デバイスから患者の
血圧を示す入力信号を取得するように構成される。したがって、１つ又は複数の入力信号
のうちの１つは、制御インターフェースを介して制御される血圧測定デバイスから取得さ
れる。例えば、前述した血圧計の圧力信号が入力信号を表す。血圧測定は、ある精度及び
患者の快適性に関連する動作設定に基づいて測定される。この測定を使用して患者の血圧
を取得し、そこから患者の健康状態についての情報を導出する。その後再び、この健康状
態を評価して、そこから血圧測定を行うための動作設定を導出する。したがって、本実施
形態は制御ループに対応し、すなわち血圧測定デバイスを制御するための閉制御ループを
取得することができる。
【００３９】
　別の実施形態において、入力インターフェースは、入力信号と、対応する正確度インジ
ケータ、特にバイタルサインに関する入力信号の妥当性を示す標準偏差とを取得するよう
に構成され、正確度インジケータはそれぞれの入力信号について予め定義されているか、
又は現在の血圧測定値に基づいて連続的に更新される。この正確度インジケータは、取得
した入力信号の現在の妥当性又は有意性又は説明能力を示す。正確度インジケータは、特
定のタイプの入力信号について一定であってよい。正確度インジケータを現在の血圧測定
値に基づいて連続的に更新することも可能である。ある測定値が所定の対応する正確度イ
ンジケータ値を有してもよい。好ましい実施形態において、標準偏差、特に推定標準偏差
を正確度インジケータとして使用することができる。正確度インジケータを追加で使用す
る利点は、患者の現在の健康状態を導出するときに、現在受信されている入力信号の妥当
性をさらに考慮に入れることができるようになることである。したがって、患者の健康状
態を高い正確度で評価することができる。現在の血圧測定値がどれだけ正確であるか、又
は正確であると考えられるかに応じて動作設定を決定することができるようになる。
【００４０】
　さらに別の実施形態において、処理ユニットの少なくとも１つが、入力信号及び対応す
る正確度インジケータに基づいて１つ又は複数の動作設定を決定するように構成され、健
康評価ユニットが、入力信号及び対応する正確度インジケータに基づいて健康状態パラメ
ータを決定するように構成される。この正確度インジケータを、１つ又は複数の動作設定
を決定するために処理ユニットで使用し、且つ／又は患者の健康状態パラメータを決定す
るときに健康評価ユニットで使用する。正確度インジケータをさらに考慮する場合に、処
理ユニットにおける計算と健康評価ユニットにおける計算との両方を、より高い有意性を
もって行うことができる。
【００４１】
　さらに別の好ましい実施形態において、入力インターフェースは、少なくとも１つの入
力信号に加えて、患者の病歴を示す、患者の医療記録データを取得するように構成され、
健康評価ユニットは、少なくとも１つの入力信号に加えて、患者の医療記録データに基づ
いて健康状態パラメータを決定するように構成される。少なくとも１つの入力信号に加え
て患者の医療記録データを考慮すると、患者の健康状態がより高い有意性をもって評価さ
れる。患者の医療記録に要約されたような病歴に応じて、患者のバイタルサインの現在の
測定値を異なって解釈する必要がある。例えば、患者は一般に、健康状態の悪化を示すこ
となく低体温である場合がある。そのような情報が医療記録データに含まれる場合、この
情報を考慮し、それに応じて健康状態パラメータを決定することができる。これにより、
決定された健康状態パラメータの正確度又は有意性が高まる。特に、医療記録データは、
患者の以前の健康状態に関連するいかなるデータも参照する。そのような医療記録データ
は、臨床情報システム又は医師などから取得する。医療記録データは、年齢、性別、体重
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などのパラメータにも関連する。
【００４２】
　好ましい実施形態において、入力インターフェースは、血圧、血液酸素飽和度、体温、
呼吸ガス中の二酸化炭素濃度、心拍数、脈波到達時間、脈波伝播時間、脈拍形態、及び患
者の呼吸頻度を示す入力信号を取得するように構成される。基礎となるアルゴリズム及び
応用に応じて、患者の異なるバイタルサインを示す複数の異なる入力信号から患者の現在
の健康状態を導出することができる。１つの入力信号が異なるバイタルサインを示すこと
、又は異なる入力信号が同じバイタルサインを示すことも可能である。このような場合に
も、異なる入力信号を利用すること、又は同じ入力信号に基づいて異なるバイタルサイン
を決定して冗長性を取得する、且つ／又は正確度及び妥当性を高めることがなお有利とな
る。
【００４３】
　さらに別の実施形態において、入力インターフェースが、少なくとも１つの入力信号に
加えて、所定の治療方針を示すプロトコルパラメータを取得するように構成され、処理ユ
ニットは、入力信号及びプロトコルパラメータに基づいて１つ又は複数の動作設定を決定
するように構成される。そのようなプロトコルパラメータは、医師又は他の医療関係者に
より特定されたような治療方針を示す。例えば、病院は、患者のバイタルサインから導出
されたような、患者のある健康状態が、その患者の血圧をある所定の動作設定に基づいて
測定することを必要とすると特定する。例えば、そのようなプロトコルパラメータは、患
者の収縮期血圧がある閾値よりも低い場合に、血圧の測定頻度を、例えば１０分ごとの測
定まで高めることを示す。そのようなプロトコルパラメータは連続的に更新され、又はよ
り長い期間について１度で取得される。
【００４４】
　実施形態において、制御インターフェースは、患者の肢に当てる膨張式カフと、膨張式
カフの圧力を示す圧力信号を供給する圧力センサとを含む血圧計用の制御信号を供給する
ように構成され、処理ユニットは、測定中に膨張式カフの最高圧力を示すパラメータ、測
定中に膨張式カフが膨張する持続時間を示すパラメータ、測定中に加えられる圧力の積分
を示すパラメータ、及び検出される心拍数を示すパラメータのうちの少なくとも１つを含
む１つ又は複数の動作設定を決定するように構成される。
【００４５】
　本明細書で使用される場合、動作設定は、測定時に作用するパラメータ、すなわち行わ
れる測定の特性を定義するパラメータを含む。個々の測定は、これらのパラメータについ
て行われる。動作設定は、測定、すなわち血圧測定デバイスの構成、又は言い換えると、
測定の特性に直接関連する。したがって、動作設定は、測定がどのように行われるかに直
接影響を与える。通常、これにより、動作設定は、各測定を行うためにデバイスがどのよ
うに制御されるかを定義する。動作設定は、ある患者の快適性及びある測定精度を示す。
通常、精度が高いほど患者の快適性が低いことを示す。処理ユニットは、どの測定精度が
現在の状況に必要であるかを決定し、適切な動作設定を決定する。特に、一連の測定のう
ちのすべての測定を、異なる個々に決定された動作設定に基づいて行うことが可能である
。これにより、一連の測定のうちのすべての測定が、患者にとってできるだけ快適なもの
となり、現在の状況について十分な精度を有する。
【００４６】
　本発明のこれら及びその他の態様が、以下で説明する実施形態から明らかになり、実施
形態を参照して説明される。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の態様による、患者をモニタリングするためのシステムの応用状況の概略
図である。
【図２】測定頻度の関数としての血圧測定の精度及び患者の快適性の概略図である。
【図３】本発明の態様による、血圧測定デバイス用の制御信号を供給するための装置の実
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施形態の概略図である。
【図４】本発明による装置の別の実施形態の概略図である。
【図５】早期警告システムのスコアリングカードの例を示す図である。
【図６】患者の心拍数及び血圧に基づく、早期警告システムにおける患者の状態の評価の
例を示す図である。
【図７】異なる精度で行われた血圧測定の確率密度、及びその早期警告システムへの影響
の例を示す図である。
【図８】精度が変化する測定血圧の関数としての早期警告システムの平均リスクスコアを
示す概略図である。
【図９】血圧測定のいくつかの破棄サンプリング点の関数として異なるモデルを用いて決
定されたような、結果として得られる精度の例を示す概略図である。
【図１０】血圧測定の精度と測定速度との関係を示す概略図である。
【図１１】血圧測定サロゲートを表す脈波到達時間の増加によって示される血圧の低下の
例を示す概略図である。
【図１２】連続モニタリング期間中の患者の血圧測定値とサロゲート血圧測定値を表す脈
波到達時間とを示す概略図である。
【図１３】血圧測定の精度を特定の早期警告システムのスコアリングシステムに適応させ
る方法を示す概略図である。
【図１４】プロトコルパラメータに基づいて血圧測定の精度を適応させる概念を示す概略
図である。
【図１５】本発明の態様による方法を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　中重症度及び低重症度設定における患者のモニタリングへの関心が高まっている。図１
に、患者１２をモニタリングするためのシステム１０の一般的な概念が示される。例えば
、これは低重症度ケア設定などの臨床モニタリング設定における患者１２であり、この患
者は、連続的にモニタリングされるか、スポットチェックに基づいてモニタリングされる
。在宅ケアの状況にある患者、リハビリテーション施設にいる人、又は高齢者治療室にい
る人などをモニタリングすることもできる。さらにまた、フィットネスアプリケーション
を（家庭又はスタジオなどで）使用している人をモニタリングすることができる。
【００４９】
　特に、図１に示すようなシステム１０は、センサ１４、１６を用いて患者の健康状態を
評価する病院の早期警告スコアリング（ＥＷＳ）システムに対応し、患者の健康状態をモ
ニタリングする。本発明の状況において、１つのセンサが血圧測定デバイス１４に対応す
る。センサ１４、１６の出力に基づいて、患者１２の病状を示す健康状態パラメータが決
定される。本発明による装置１８は、血圧測定デバイス１６を制御するための制御信号を
供給するそのようなシステム１０に含まれる。
【００５０】
　実施形態に応じて、装置１８は、システム１０と通信しても、システム１０と一体化さ
れていてもよい。装置１８は、患者１２の健康状態を決定する機能を含むことができる。
装置１８は、病院の既存のＥＷＳシステムなどの、患者の健康状態についての情報を既に
提供しているシステムと通信することもできる。
【００５１】
　ほとんどのモニタリング状況において、モニタリングする１つの重要なパラメータは、
患者の血圧（収縮期血圧及び／又は拡張期血圧及び／又は平均動脈圧）である。対応する
血圧測定デバイスは、動作設定に基づいて制御される。これらの動作設定に応じて、測定
は、患者の高い快適性又は低い快適性をもたらし、高い精度又は低い精度の測定となる。
一方で、モニタリングが患者の病状を十分に正確に評価することが望ましい。しかしなが
ら、測定が患者の快適性に影響を与えすぎないことも望ましい。
【００５２】
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　本発明は、このような患者の快適性と血圧測定の測定精度との関係を利用することを提
案する。血圧測定デバイス１４を動作させる際に基づく動作設定が、患者１２の健康状態
を考慮して選択される。このアイデアを図２の例に基づいて示す。
【００５３】
　図は、患者に対して行われた血圧測定の精度２０を、測定頻度ｆの関数として、すなわ
ちどのくらい頻繁に血圧が実際に測定されているかの関数として示す。測定頻度が高いほ
ど精度２０が高くなる。また、同じく測定頻度ｆの関数である患者の快適性２２が示され
る。膨張式カフを高い頻度で膨張及び収縮させると、患者に苦痛を与えることが増え、例
えば、患者は膨張式カフにより生じる痛み又は皮膚への刺激に悩まされる。測定精度２０
と患者の快適性２２とは、通常、血圧測定デバイスの動作パラメータの相反する関数であ
る。これは、血圧測定デバイスのほとんどの動作設定に当てはまる。
【００５４】
　図１に戻り、血圧測定デバイス１４は、膨張式アームカフを含む血圧計に特に対応する
。このようなデバイスは、膨張式カフを用いて加えられる外圧により患者の肢を圧縮する
ことに基づいて測定を行う。この処置は患者にとって不快であり、患者に痛みを与えるこ
ともある。特に、血圧計を用いて行われる血圧測定により、膨張による痛み、膨張式カフ
の下の皮膚への刺激、血腫、及び／又は患者１２の睡眠中に測定を行う場合に睡眠障害を
生じさせる。血圧計を制御して低い精度の測定を行うことにより、患者の快適性への影響
を減らすことができる。
【００５５】
　以下で、本発明のアイデアを、例示の目的で血圧計である血圧測定デバイスについて説
明する。しかしながら、本発明の概念は血圧計に限定されず、他の血圧測定の原則、特に
非侵襲的血圧測定の原則にも当てはまることを理解されたい。
【００５６】
　血圧計の動作設定は、測定頻度、膨張式カフを膨張させる最高圧力、膨張式カフを膨張
させる持続時間などのパラメータを含む。一方で、これらの動作設定は患者の快適性に関
連する。他方で、これらの動作設定は、このような動作設定に基づいて行われる血圧測定
の精度に関連する。複数の異なる実施形態が、動作設定、例えば血圧測定の早期の停止、
血圧測定の延期、膨張対収縮の戦略の決定、他のパラメータによる作動などに関して可能
である。例えば、患者の血圧がより高頻度で、すなわちより頻繁に測定される場合、血圧
を高い正確度又は精度でモニタリングする。また、膨張式カフをより長い時間膨張させた
ままにする場合、患者のより多くの心拍が検出されるため、測定の妥当性が高くなる。さ
らに、カフ収縮中に患者の収縮期血圧（ＳＢＰ）の測定を行うことが一般的である。しか
しながら、カフ膨張中に行われる測定からの、低い精度の、すなわち高い標準偏差を有す
るＳＢＰ測定値を取得することも可能である。したがって、カフ膨張中に行われる測定に
対応する動作設定を決定することにより、患者の快適性を高めることもできる。本発明の
実施形態により血圧測定をどのように行うかについてのさらなる詳細を以下に提示する。
【００５７】
　さらなるバイタルサインセンサ１６は、患者１２の皮膚部分の反射光を示す信号を取得
するため、且つその信号から心拍数、血液酸素飽和度、脈拍数、呼吸数、又は活動レベル
を導出するためのカメラ又は別のデバイスを含む。さらに、バイタルサインセンサは、例
えば、血液酸素飽和度を測定するために患者１２の手首又は指に当てるＳｐＯ２センサ、
脈拍数、呼吸数、及び／又は姿勢及び活動情報を検出するための、患者１２の心尖位置に
ある加速度計、体温センサ、ＥＣＧセンサなども含む。血圧測定デバイス１４及びさらな
るバイタルサインセンサ１６は、装置１８と有線又は無線接続される。
【００５８】
　通常、医師、他の医療関係者、又は患者自身などのユーザがシステム１０及び／又は装
置１８と対話する際に用いるユーザインターフェース１９（例えばスクリーン若しくはウ
ェブページなど）も設けられている。
【００５９】
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　図３は、本発明の態様による血圧測定デバイス１４用の制御信号を供給するための装置
１８をさらに詳細に示す。特に、本発明の装置１８は、既存のモニタリングシステム２３
と通信し、そのようなシステムで決定された健康状態パラメータに依拠する。
【００６０】
　そのようなシステムにおいて、患者の健康状態パラメータは、血圧測定デバイス１４の
信号に基づいて、且つ／又はさらなるバイタルサインセンサの信号に基づいて決定される
。この健康状態パラメータは、患者の病状の程度を表す。特に、健康状態パラメータは、
患者１２が重篤な健康状態にあり、綿密な監視が必要であるかどうか、又は患者１２の病
状が重篤でなく、患者を連続的にモニタリングする必要がないかどうかを示す。そのよう
な健康状態パラメータは、例えば、患者１２の健康状態を１～１０のスケールなどの所定
のスケールで示すリスクスコアを含み、スコア１は重篤でない健康状態を示し、スコア１
０は患者１２の重篤な状態を示す。
【００６１】
　装置１８は、患者の健康状態を示す健康状態パラメータを取得するように構成された入
力インターフェース２４を含む。この健康状態パラメータは、その後、処理ユニット２８
において血圧測定デバイス１４の動作設定を決定するための基礎を形成する。これらの動
作設定は、一方で血圧測定の精度に関連し、他方で患者の快適性に関連する。
【００６２】
　装置１８は、制御インターフェース３０をさらに含み、この制御インターフェース３０
を介して制御信号を供給して、決定された１つ又は複数の動作設定に基づいて血圧測定を
行うように血圧測定デバイス１４を制御する。
【００６３】
　図３に示すような装置１８を、例えば、血圧測定デバイスに組み入れてもよい。或いは
、図示した装置１８をスマートフォンなどの手持ち式のデバイス又はベッドサイドモニタ
などに組み入れることもできる。
【００６４】
　図４に、本発明の別の実施形態が示される。装置１８はモニタリングシステム１０に組
み込まれている。上記と比較して、装置１８は、患者１２の健康状態を決定する健康評価
ユニット２６をさらに含む。入力インターフェース２４は、バイタルサインセンサ１６の
１つ又は複数に直接接続される。センサは、１つ又は複数の入力信号を供給する。入力信
号は健康評価ユニット２６で評価され、健康状態パラメータが決定される。この健康状態
パラメータは、その後、処理ユニット２８の動作設定を決定するための基礎となる。
【００６５】
　本実施形態は、病院情報システムに組み込まれた装置１８に対応する。例えば、装置は
、病院のセントラルサーバで動作するソフトウェアに部分的又は完全に実装される。
【００６６】
　好ましい実施形態において、血圧測定デバイス１４は、入力センサの一部を形成し（図
３及び図４に破線で示すように）、すなわち健康状態パラメータを決定するための入力と
して使用される信号を供給することができる。したがって、患者の収縮期血圧を示す入力
信号が使用される。
【００６７】
　好ましくは、入力インターフェースは、それぞれの入力信号の正確度又は信頼性を示す
正確度インジケータを取得するようにさらに構成される。例えば、センサ信号の標準偏差
を取得する。
【００６８】
　図５に、ＥＷＳシステムとして使用されるような早期警告システムのスコアリングカー
ド３２の例が示される。そのようなカード３２を用いて、リスクスコアを異なるバイタル
サイン（心拍数、血圧、呼吸頻度、及び体温）に基づいて決定する。また、患者の意識が
あるかどうか、患者が十分に水分をとっているかどうかなどのさらなる情報が含まれる。
異なる所定の範囲に対応するスコアを合計することにより、異なるパラメータからスコア
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を導出する。例えば、心拍数１０５はリスクスコアに１ポイントを与え、又は収縮期血圧
１０１～２００はいかなるポイントも与えない。リスクスコアは、異なるバイタルサイン
及び他のパラメータに対応するポイント又はスコアを合計することにより決定される。
【００６９】
　リスクスコアは、本発明の装置の処理ユニットの動作設定を決定するための基礎として
使用される健康状態パラメータに対応する。
【００７０】
　図示したスコアリングカードは、手動評価（例えば医師による）のシステムで使用され
る。リスクスコアを決定した後、入力インターフェース（これは、例えば、スマートフォ
ンアプリ、タッチスクリーン、又は血圧測定デバイスの他のインターフェースの形で実装
される）を介してこのリスクスコアを本発明の装置に供給することができる。
【００７１】
　同じ機能を自動で行ってもよい。言い換えると、健康状態パラメータを表すリスクスコ
アを、ルックアップテーブルの動作に基づいて決定する。これは、例えば本発明の装置に
おける健康評価ユニットにより行われる。異なる入力信号を取得し、取得した入力信号及
び対応するバイタルサインごとに、ルックアップ動作を行い、総合スコアを決定する。
【００７２】
　しかしながら、他の実施形態において、少なくとも１つの取得した入力信号に基づいて
スコアを直接導出できる関数を用いて健康状態パラメータを決定することも可能である。
【００７３】
　そのようなリスクスコアに基づいて、処理ユニットは、例えば、決定されたリスクスコ
アが３未満のままであれば、比較的低い精度に関連するが患者の比較的高い快適性に関連
する動作設定を決定するように構成される。
【００７４】
　本発明の好ましい実施形態において、動作設定は、測定の精度がＥＷＳで決定されるリ
スクスコアにどのように実際に影響するかに基づいて決定される。現在の健康状態パラメ
ータ（例えば現在の血圧）に基づいて、高い精度の測定が決定されるリスクスコアに全く
影響しないと決定された場合には、患者の快適性の低下を受容する必要はない。
【００７５】
　図６では、患者の状態評価の２次元表示が示される。ｘ軸は患者の心拍数を表す。ｙ軸
は患者のＳＢＰを表す。患者の健康状態を、２つのバイタルサインの関数として定義する
。図６に示すように、患者が現在、危険な状態にないことを示す安全ゾーン３４がある。
さらに、患者の健康状態の悪化についての高いリスクを示す高リスクゾーン３６がある。
関数３８が安全ゾーン３４及び高リスクゾーン３６から出ると、これは患者のショック状
態を示す。本発明に関して、異なるゾーンは健康状態パラメータの値に対応するものと考
えられる。これにより、実際に測定された収縮期血圧又は推定された収縮期血圧を使用す
ることができる。
【００７６】
　血圧測定デバイスを用いて行われる血圧測定の精度を捉える１つの手法は、標準偏差を
考慮することである。図７に、リスクスコアＲＳ（健康状態パラメータに対応する、又は
健康状態パラメータを決定する際に基づく入力信号を形成する）を割り当てるための、血
圧測定デバイスの測定精度の影響力が示される。リスクスコアＲＳがＳＢＰの関数である
ことが示される。さらに、２つのシミュレーション測定Ｍ１、Ｍ２が確率密度とともに示
される。測定Ｍ２は測定Ｍ１とは異なる精度、すなわち測定Ｍ１よりも高い標準偏差を有
することがわかる。両方が同じ平均値を有する。測定Ｍ１は、第１のセットの動作設定に
基づいて動作させた血圧測定デバイスの出力である。測定Ｍ２は、第２のセットの動作設
定に基づいて動作させた血圧測定デバイスの出力である。
【００７７】
　両測定Ｍ１、Ｍ２は、ゼロのリスクスコアの確率をカバーする。この状況において、測
定精度は異なるが、ゼロのリスクスコアを両測定に割り当てることができた。しかしなが
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ら、収縮期血圧が約２００ｍｍＨｇである場合、異なる精度がより重要になる。所与の固
有の精度を有する複数の収縮期血圧測定及び特定のスコアリングシステムについて報告さ
れている平均リスクスコアは、収縮期血圧測定の知られた確率分布又は仮定の確率分布を
、
【数１】

に従ってリスクスコアに積分することによって定義される。
【００７８】
　この定義を使用すると、異なる精度の収縮期血圧測定についてのリスクスコアが計算さ
れる。
【００７９】
　図８は、上に示した式に基づいて異なる精度（標準偏差）について計算された平均収縮
期血圧測定リスクスコアを示す。リスクスコアをできるだけ綿密に再現するために、２ｍ
ｍＨｇの標準偏差を有する非常に高い精度が、ＥＷＳスコアの変化する範囲内で測定され
る収縮期血圧値に必要であることがわかる。図８に示すように、現在の非侵襲的血圧測定
は約８ｍｍＨｇの精度を有することに留意すべきである。この線を、血圧測定の測定精度
を適応させるための改良された方法の基準として使用することができる。
【００８０】
　したがって、言い換えると、本発明によれば、健康状態パラメータ（図７に示す例のＳ
ＢＰに実際に対応する）を、動作設定（測定の精度、すなわち図７に示す標準偏差を定義
する）を決定するための入力として使用できるようになる。正確なリスクスコアを提供す
るために、ＳＢＰが約８０ｍｍＨｇ又は約２００ｍｍＨｇである限り、高い精度の測定を
行う（すなわち対応する動作設定を決定する）必要がある。ＳＢＰが１２０～１６０であ
れば、高い精度の測定及び低い精度の測定についてリスクスコアがゼロであるため、高精
度は必要ない。
【００８１】
　血圧計を用いて取得される血圧測定の精度を適応させるための１つの選択肢は、信号包
絡線が作成されるときに、少ない脈拍を考慮することである。これは図９に示され、ここ
では測定中に検出された脈拍が連続して除去される。ＳＢＰは、異なる最新のアルゴリズ
ムにより推測される。サンプリング点の高い部分がすべての異なるアルゴリズムについて
破棄されると、測定の精度が低下することがわかる。再び、精度を測定の標準偏差に関し
て表す（ｙ軸に示される）。したがって、動作設定は、少ない脈拍が考慮されることを反
映する。
【００８２】
　サンプリング点を破棄する手順は、患者の心拍数に応じた高い速度で膨張式カフを膨張
又は収縮させることに対応する。少ない脈拍が検出されると、測定精度は低下する。脈拍
の５０％が測定中に破棄されると、５０％短い測定時間が得られる。測定精度対測定速度
の一般的な関係が図１０に示される。
【００８３】
　別の選択肢は、Ｎｉｔｚａｎ他、「Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｎｏｎ－Ｉｎｖａｓｉｖｅ　
Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｏｆ　Ｓｙｓｔｏｌｉｃ　Ｂｌｏｏｄ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ　ｕ
ｓｉｎｇ　Ｐｈｏｔｏｐｌｅｔｈｙｓｍｏｇｒａｐｈｙ」、２００９、及びＮｉｔｚａｎ
他、「Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎ　ｏｆ　Ｓｙｓｔｏｌｉｃ　Ｂｌｏｏｄ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ
　Ｖａｌｕｅｓ　Ｏｂｔａｉｎｅｄ　ｂｙ　Ｐｈｏｔｏｐｌｅｔｈｙｓｍｏｇｒａｐｈｙ
　ａｎｄ　ｂｙ　Ｋｏｒｏｔｋｏｆｆ　Ｓｏｕｎｄｓ」、Ｓｅｎｓｏｒｓ　２０１３に示
すような光電式容積脈波記録測定などのさらなる脈拍検出方法を含むことにより、測定精
度を高めることである。本発明によれば、患者の１つ又は複数のバイタルサインを示す異
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なる入力信号を利用することができる。
【００８４】
　したがって、上記で概要を述べた洞察に基づいて、例えばＳＢＰがある範囲内にあると
予想される場合に測定時間を短くすることにより、患者の高快適性で同様のＥＷＳ通知性
能を維持しているにもかかわらず、血圧測定の精度を適応させることができる。言い換え
ると、適応状況特定の血圧測定精度を使用して、例えばＳＢＰがある範囲内にある、又は
あると予想される場合に測定時間を短くすることにより、患者の高快適性で同様のＥＷＳ
通知性能を維持する。
【００８５】
　特に、収縮期血圧の血圧測定値を取得するための３つの手法を以下に示す。これらの手
法を、対応する動作設定を用いて定義することができる。
【００８６】
　１）包絡線の外挿からＳＢＰを連続的に推測することにより、カフ膨張中にＳＢＰを推
測する。ＥＷＳスコア通知性能の所定の受容レベルに関連する十分な精度のＳＢＰ値が推
測されると、膨張を停止させる。必要であれば、例えば、不整脈により不十分な精度及び
正確度のＳＢＰ測定値が得られた場合に収縮測定モードに切り替えることにより、又は即
座に収縮して、高い正確度及び精度をもたらす様式で測定を繰り返すことにより、プロセ
スを適応させる。
【００８７】
　２）膨張中に信号包絡線から抽出された拡張期血圧（ＤＢＰ）及び平均動脈圧（ＭＢＰ
）に基づく計算から、ＳＢＰを推測する。ＳＢＰ＝３ＭＢＰ－２ＤＢＰ及びΔＳＢＰ＝３
ΔＭＢＰ＋２ΔＤＢＰに基づいて、ＳＢＰを計算する。この式を、年齢及び性別などの患
者の特徴により適応させる。そのようなパラメータは医療記録データに含まれる。ＳＢＰ
精度を、カフ膨張中に決定されたΔＭＢＰ及びΔＤＢＰの精度から推定する。再び、例え
ば、不整脈（健康状態パラメータによっても示される）により不十分な精度及び正確度の
ＳＢＰ測定値が得られた場合に収縮測定モードに切り替えることにより、又は即座に収縮
して、高い正確度及び精度をもたらす様式で測定を繰り返すことにより、プロセスを適応
させる。
【００８８】
　変形例として、カフベースの血圧測定方法（例えば聴診法による）を用いてＤＢＰが測
定されるが、ＭＢＰはサロゲート測定値に基づいて推測されるようにする動作設定を決定
することも可能である。本実施形態において、最高カフ圧を測定時間とともに低下させる
ことにより、患者の快適性を大幅に高める。
【００８９】
　３）先に報告された血圧測定値又は血圧サロゲート（健康状態パラメータ）が患者の状
態の変化を示す場合に、血圧測定の正確度／精度を自動で適応させる（すなわち対応する
動作設定を提供する）ことができる。例えば、先に取得した血圧測定値が血圧の低下／上
昇を示す場合には、高い正確度／精度が必要である。
【００９０】
　第１の変形例において、患者の状態についての追加の情報が、脈拍、呼吸数、活動を測
定する、下胸部にあるセンサ、又は（ＳｐＯ２、脈拍）を測定するための光電式容積脈波
記録センサなどの、１つ又は複数の入力信号を供給する相補センサ又はセンサシステムか
ら取得される。
【００９１】
　別の変形例において、脈波伝播時間（ＰＴＴ）又は脈波到達時間（ＰＡＴ）、光電式容
積脈波記録（ＰＰＧ）などからの形態特徴などのＢＰサロゲートからの情報が、血圧測定
性能を適応させる基礎として使用可能な患者の健康状態の安定／不安定／重篤傾向を示す
。図１１に、ＳＢＰの低下（上図）を示すＰＡＴ（下図）の増加の例が示される。これを
、血圧測定（高い測定精度の血圧測定がおそらく必要である）の動作設定を決定するため
に考慮する。
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【００９２】
　図１１に示すように、ＳＢＰの低下（上図）がＳＢＰサロゲート（下図、ここではＰＡ
Ｔが示される）により示される。ＰＡＴは、２９００秒～３１００秒の時間間隔内で約２
０ミリ秒増加し、これは２０ｍｍＨｇという大幅なＳＢＰの低下の傾向を示す。このＰＡ
Ｔ変化を使用して、次の血圧測定の精度（すなわち次の血圧測定の動作設定を決定すると
きの入力信号としての）を適応させる。必要な血圧精度は、ルックアップテーブル又は関
数関係から推定される。例えばＰＰＧのみから導出される代替血圧サロゲートを使用して
もよい。
【００９３】
　代替として、ＢＰサロゲートの変化を使用してＭＢＰを推定し、カフベースの測定方法
（例えば聴診法）によりＤＢＰを測定する。その後、ＳＢＰを上で論じたようにＭＢＰ及
びＤＢＰから推測する。本実施形態において、最高カフ圧が測定時間とともに低下するた
め、患者の快適性が大幅に高まる。
【００９４】
　さらに代替として、図１２に示すように、ＳＢＰ測定サロゲートＰＡＴ（下図）が、先
の血圧測定と比較して患者の状態の変化（健康状態パラメータに対応する）が全くない、
又は少ししかないことを示す場合、高い測定速度又は特定の測定様式に関連する動作設定
を決定する。上図では、連続モニタリング期間中の患者のＳＢＰ変化が示される。下図で
は、ＳＢＰサロゲート測定値としてのＰＡＴが変化する。この例では、ＳＢＰは１５０ｍ
ｍＨｇのままであり、ＥＷＳスコアに関してスコア０に換算される。ＳＢＰサロゲートと
してのＰＡＴは、安定したＳＢＰを示す２７０ミリ秒（±１０ミリ秒）の範囲内にとどま
る。
【００９５】
　４）血圧測定精度を適応させて患者の快適性を最適化するように、病院用ＥＷＳスコア
リングシステムに基づく精度マップが定義される。ＥＷＳスコアリングシステムは病院に
よって異なり、ある病院は血圧測定速度対患者の快適性を患者の特定の状況に適応させる
。ある病院は、ある方針を特定し、対応するプロトコルパラメータを供給する。その目的
で、病院の特定のＥＷＳスコアリングシステムに血圧測定精度対患者の快適性を適応させ
るためのシステム及び方法について説明する。
【００９６】
　図１３の上図では、血圧測定精度を特定のＥＷＳスコアリングシステムに適応させるた
めの方法の例が示される。必要な測定値はＳＢＰ値の関数である（上図）。患者のリスク
が低い範囲（健康状態パラメータにより示されるような）では低精度が必要とされる。標
準偏差はＳＢＰに応じて決まる。これは、病院又は特定の患者の必要に従って選択される
。中図では、８ｍｍＨｇの一定精度（破線）について、及び適応精度（一点鎖線）につい
ての、すなわち上図のｓｄｔを使用する、報告された平均ＥＷＳスコアが提示される。報
告されたＥＷＳスコアの性能差（一定ｓｄｔ－適応ｓｄｔ）が下図に示される。明らかに
、本明細書で提案されたような適応精度によるいくらかの性能低下がある。しかしながら
、この低下は定量化され、病院は適切な実施を決定する。性能低下は、高速のＳＢＰ測定
による患者の高い快適性によって平衡される。この知識は、測定精度（標準偏差により表
される）を上図に示すような健康状態パラメータ（ＳＢＰに対応する）の関数として特定
するプロトコルパラメータを用いて、本発明の装置又はシステムに導入される。
【００９７】
　図１４で、実際のＥＷＳプロトコルに基づいて血圧測定を適応させる一般的な概念が、
患者の不快感及び患者の病状の程度を考慮して使用されている。測定の正確度／精度対患
者の快適性の自動連続最適化が、制御ループと見なされる。コントローラに供給されるエ
ラー信号は、実際／現在のＢＰ確率分布の差であり、どのプロトコルであってもそのよう
な分布を可能にする（例えばプロトコルパラメータにより表されるようなプロトコルは、
１６０ｍｍＨｇ＞ＳＢＰ＞９０ｍｍＨｇの確率が少なくとも８５％である限り、ＳＢＰ＞
１６０ｍｍＨｇの１０％確率まで可能であるなど）。エラー信号（正確度インジケータに
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対応する）に基づいて、コントローラはいかなる血圧作動（例えばポンプ、弁の作動）が
行われたかどうか、いつどのように行われたかを決定し、すなわち適切な動作設定を決定
する。血圧作動が変化すると、患者の病状の可観測性並びに患者の快適性との両方が影響
される。現在のＢＰ確率分布は、検知された血圧信号から導出されるが、他の入力信号（
例えばＰＴＴ、ＨＲなどを表す信号）も可能である。
【００９８】
　このシステムは、最低限必要な血圧作動に向けて制御することにより、想定される最適
化を原理上実現することに留意されたい。健康状態及び正確度パラメータに応じて、最低
限必要な精度（及び最大限の患者の快適性）に関連する動作設定が決定される。実際には
、検知部分のノイズに対処する（ループを安定させる）ためにいくらかの減衰及び／又は
遅延が必要である。
【００９９】
　したがって、プロトコルパラメータを入力として使用することもできる。このプロトコ
ルパラメータを、入力インターフェースを介して取得する。このプロトコルパラメータは
、治療方針を示し、１つ又は複数の動作設定を決定するために含まれる。例えば、そのよ
うなプロトコルパラメータは、患者が重篤でない健康状態にあると考えられる場合のみ、
カフ膨張中に血圧測定を行うことを示す。これは、患者が３未満のリスクスコアを有する
場合に当てはまる。このプロトコルパラメータは、特定の患者について医師により供給さ
れ、又は長期研究などに基づいてケア施設に対して定義されたような一般的な治療方針を
示す。
【０１００】
　本発明の別の実施形態において、入力インターフェースは、少なくとも１つの入力信号
に加えて患者の医療記録データも取得するように構成されていてもよい。そのような医療
記録データは、患者の病歴に対応する。例えば、てんかん又は他の病状の病歴を有する患
者は、現在重篤でない状態にあることを示すバイタルサインにかかわらず、常に高精度で
モニタリングする必要がある。医療記録データにより、そのような以前の知識にも基づい
て健康状態パラメータを決定することができる。その後、適切な動作設定が決定される。
【０１０１】
　図１５に、本発明の態様による方法が示される。方法は、それに基づいて健康状態パラ
メータを取得するステップＳ１０、健康状態パラメータに基づいて血圧測定デバイスの１
つ又は複数の動作設定を決定するステップＳ１２、及び血圧測定デバイス用の制御信号を
供給して、前記１つ又は複数の動作設定に基づいて血圧測定を行うステップＳ１４とを含
む。
【０１０２】
　本発明による方法は、例えばプロセッサにより実施される。このプロセッサは、例えば
、病院又は一般病棟環境で使用する早期警告システムに組み込まれる。
【０１０３】
　本発明の実施形態において、入力インターフェースは、少なくとも１つの健康状態パラ
メータを取得するように構成されることが可能である。健康状態パラメータはリスクスコ
アによって表される。健康状態パラメータはバイタルサイン信号によっても表される。
【０１０４】
　本明細書で使用される場合、血圧測定デバイスは、特に非侵襲的血圧測定デバイス、特
に血圧計で表される。しかしながら、本発明の基礎となるアイデアを他のタイプのデバイ
ス及び他の測定原理とともに利用してもよい。
【０１０５】
　本発明の装置を血圧測定デバイスに組み入れる。本発明の装置を患者モニタリングシス
テムに組み入れても、ネットワークベースの病院情報システムに組み入れてもよい。本発
明の装置を他の形で組み入れてもよい。
【０１０６】
　図面及び上記の説明において本発明を詳細に図示し説明したが、そのような図示及び説
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明は説明的又は例示的なものであり限定的なものではないと考えられる。本発明は開示さ
れた実施形態に限定されない。図面、開示、及び添付の特許請求の範囲を検討することに
より、開示された実施形態に対する他の変形形態が、特許請求された発明の実践時に当業
者により理解され実行される。
【０１０７】
　特許請求の範囲において、「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という用語は、他の要素
又はステップを除外するものではなく、不定冠詞「ａ」又は「ａｎ」は複数を除外するも
のではない。単一の要素又は他の部分は、特許請求の範囲に記載された、いくつかの項目
の機能を果たす。ある手段が相互に異なる従属請求項に記載されているというだけで、そ
れらの手段の組合せを有利に使用できないことを示すものではない。
【０１０８】
　コンピュータプログラムは、他のハードウェアとともに、又はその一部として提供され
る光学式記憶媒体又は固体媒体などの適切な非一過性の媒体に記憶され／配布されるが、
インターネット又は他の有線若しくは無線通信システムを介してなどの他の形で配布され
てもよい。
【０１０９】
　特許請求の範囲の参照符号は、範囲を限定するものと解釈すべきではない。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(21) JP 2018-510683 A 2018.4.19

【図６】 【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】



(22) JP 2018-510683 A 2018.4.19

【図１１】 【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】



(23) JP 2018-510683 A 2018.4.19

10

20

30

40

【国際調査報告】



(24) JP 2018-510683 A 2018.4.19

10

20

30

40



(25) JP 2018-510683 A 2018.4.19

10

20

30

40



(26) JP 2018-510683 A 2018.4.19

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(72)発明者  ミュールステフ　ジェンス
            オランダ国　５６５６　アーエー　アインドーフェン　ハイ　テック　キャンパス　５
(72)発明者  ブレシュ　エリック
            オランダ国　５６５６　アーエー　アインドーフェン　ハイ　テック　キャンパス　５
(72)発明者  ファン　デン　フーベル　テウン
            オランダ国　５６５６　アーエー　アインドーフェン　ハイ　テック　キャンパス　５
(72)発明者  シュミット　ラース
            オランダ国　５６５６　アーエー　アインドーフェン　ハイ　テック　キャンパス　５
(72)発明者  ウォエーアレ　ダイター
            オランダ国　５６５６　アーエー　アインドーフェン　ハイ　テック　キャンパス　５
Ｆターム(参考) 4C017 AA02  AA08  AA09  AA19  AB01  AB04  AC01  AC16  AC26  BB02 
　　　　 　　        BB12  BC11  DD14  FF06  FF08 
　　　　 　　  4C038 KK01  KK05  KL07  KX01 
　　　　 　　  4C117 XB02  XD15  XD17  XE13  XE14  XE15  XE18  XE23  XE24  XE37 
　　　　 　　        XH16  XJ18 



专利名称(译) 用于为血压测量装置提供控制信号的装置和方法

公开(公告)号 JP2018510683A 公开(公告)日 2018-04-19

申请号 JP2017544303 申请日 2016-02-18

[标]申请(专利权)人(译) 皇家飞利浦电子股份有限公司

申请(专利权)人(译) 皇家飞利浦NV哥德堡

[标]发明人 ミュールステフジェンス
ブレシュエリック
ファンデンフーベルテウン
シュミットラース
ウォエーアレダイター

发明人 ミュールステフ ジェンス
ブレシュ エリック
ファン デン フーベル テウン
シュミット ラース
ウォエーアレ ダイター

IPC分类号 A61B5/022 A61B5/1455 A61B5/02 A61B5/00

CPC分类号 A61B5/0225 A61B5/0006 A61B5/0024 A61B5/021 A61B5/02141 A61B5/02225 A61B5/7275 A61B8/04 
G16H50/30

FI分类号 A61B5/02.634.L A61B5/02.634.F A61B5/14.322 A61B5/02.310.V A61B5/00.101.A

F-TERM分类号 4C017/AA02 4C017/AA08 4C017/AA09 4C017/AA19 4C017/AB01 4C017/AB04 4C017/AC01 4C017
/AC16 4C017/AC26 4C017/BB02 4C017/BB12 4C017/BC11 4C017/DD14 4C017/FF06 4C017/FF08 
4C038/KK01 4C038/KK05 4C038/KL07 4C038/KX01 4C117/XB02 4C117/XD15 4C117/XD17 4C117
/XE13 4C117/XE14 4C117/XE15 4C117/XE18 4C117/XE23 4C117/XE24 4C117/XE37 4C117/XH16 
4C117/XJ18

优先权 2015156286 2015-02-24 EP

其他公开文献 JP2018510683A5

外部链接 Espacenet

摘要(译)

本发明是一种设备18，其用于提供用于血压测量设备的控制信号，用于
获得指示患者12的健康状况的健康状况参数的输入接口24以及基于该健
康状况参数的血压测量。 一种用于确定设备14的一个或多个操作设置的
处理单元28，其中，一个或多个操作设置是在用血压测量设备执行血压
测量时可以由血压测量设备14调节的参数。 处理单元28包括：由于血压
测量而影响血压测量的精度和患者的舒适度的参数；以及用于血压测量
装置14基于一个或多个操作设置来执行血压测量的控制信号。 以及用于
供应的控制接口30 本发明还涉及相应的方法。 更进一步，本发明涉及一
种用于监视患者的系统。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/96a9078e-aaa3-4de3-9688-2b7f6a4b6e64
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/052596351/publication/JP2018510683A?q=JP2018510683A

